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第１章 対象圏域と圏域内河川の現状 

 

第１節   対象圏域の概要 

 

常 呂
と こ ろ

川
が わ

は、その源 を北海道 中央部の大 雪山
た い せ つ さ ん

系 三 国山
み く に や ま

（標高 1,541.4ｍ ）に発

し 、 訓 子府
く ん ね っ ぷ

川
が わ

、 無 加
む か

川
が わ

、 仁 頃
に こ ろ

川
が わ

等 の 支 川 を 合 流 し な が ら 北 東 方 向 に 流 下 し て

オ ホーツク 海に注ぐ 、流域面積 1,930km 2、 幹川 流路延長 120km の 一級河川 で

あ る。  

本 整 備 計 画 の 常 呂 川 圏 域 は 、 常 呂 川 及 び 支 川 の 北 海 道 知 事 が 管 理 す る 区 間

（ 北海道知 事管理区 間）を対 象として おり、そ の流域は、置 戸
お け と

町 、訓子 府町 、

北 見
き た み

市の 1 市 2 町で 構成 されてい る  
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（ 1）圏域の自然環境  

 
1） 地形・地質 

圏 域の地形 は、上下 流ともほ ぼ同じ流 域幅の細 長い形状 をしてお り、上 流

部 は、大雪 山系の東 端にあた り標高 1,000m 以上 の急峻な 山岳地形 とな っ て

い る。中流 部は、小 起伏山地、丘陵地 及び数段 の段丘地 形に囲ま れた北見 盆

地 を形成し ている。 また、下 流部は、 標高 300m 程 度の山 地に囲ま れた 狭 い

谷 底を経て 常呂低地 が広がっ ている。 流域の土 地利用は 、山地等 が約 78％ 、

農 地が約 20％ 、宅地 等の市街 地が約 2％ となって おり、流 域内は森 林資源 等

に 恵まれて いる。  

圏 域の地質 は、常呂 川の置戸 町北東部、無加川 の北見市留
る

辺
べ

蘂
し べ

市 街地付 近

よ り 上 流 部 で は 、 日
ひ

高
だ か

帯 に 含 ま れ る 中 生 代 の 粘 板 岩 、 砂 岩 等 を 基 盤 と し て 、

こ れらを新 第三紀の 凝灰岩、安 山岩等 の火山性 岩石が広 く覆って いる。下 流

部 は、常呂 帯に属す る中生代 の輝
き

緑
りょく

岩
が ん

類や、新第三紀 層の砂岩 、泥岩 等 が 広

く 分布する ほか、古 第三紀層 の礫岩等 が見られ る。また、河川及 びその近 傍

に は、砂礫 や粘土等 で構成さ れる段丘 堆積物や 沖積層等 が分布し ている。  
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2） 気  候  

圏 域の気候 は、オホ ーツク海 型の気候 区分に属 し、オホ ーツク海 高気圧 の

影 響を強く 受け、河 口部周辺 は海洋性 の気候で、その他 の大部分 は内陸性 の

気 候となっ ている。  

年 平均気温は 7℃程 度、年最 高気温は 33℃程度 、年最低 気温は -23℃ 程 度

と 寒暖の差 が激しい 。ま た、内陸 の北 見盆地で は、フェ ーン現象 により、記

録 的な高温 が観測さ れること がある。  

年 降水量は 780mm 程 度と道内 の中でも 比較的少 ない地域 であり、特に 冬 期

の 降水量が 少ない。  

ま た、１月 中旬から ４月上旬 頃までの 河口沿岸 には、流 氷が接岸 し、オ ホ

ー ツク海は 流氷に覆 われる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3） 植物・動 物  

圏 域の植生 は、上流 域ではエ ゾマツ、ト ドマツ 等の針葉 樹林が大 半を占 め

て おり、中 下流域の 低山帯で はミズナ ラ、エゾ イタヤ等 の広葉樹 林が広が っ

て いる。また 、源流 部の武 華
む か

山
や ま

、三 国
み く に

山
や ま

等の 高山 帯では高 山植物が 見られる 。

流 域内の貴 重な植物 群落とし て、北海 道指定天 然記念物 の「温
お ん

根
ね

湯
ゆ

エゾ ム ラ

サ キツツジ 群落」が ある。河 道内は、ヨ シ群落 やヤナギ 低木林か らなる河 畔

林 が大部分 である。  

源 流部は大 雪山系に 位置する ことから、動物の 生息環境 に恵まれ、哺乳 類

と してエゾ ナキウサ ギ、エゾ クロテン、エゾモ モンガ等 の重要種 のほか 、ヒ

グ マ、エゾ シカ等が 生息して いる。鳥 類は種類 が豊富で、河口部 では天然 記

念 物のオジ ロワシ、 オオワシ が生息し ている。  

 

 

 

 

 

 

＜温根湯エゾムラサキツツジ群落＞ 

＜ オ ホ ー ツ ク 海 沿 岸 の 流 氷 ＞  
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（ 2）圏域の社会環境  

 

1） 人口  

圏 域の人口 は、昭和 60 年ま で増加傾 向にあっ たが、そ の後横ば い状 態 と

な った後減 少傾向に 転じ、現 在では約 13 万 人（ 平成 27 年 ）である 。また 、

そ の大半が 常呂川及 び支川の 沿川に集 中してい る。圏域 の中心都 市であ る 北

見 市は、人 口約 12 万 人でオ ホーツク 総合振興 局管内の 産業、経 済、文化 の

中 心として 、また、 近隣の農 林業の集 産地とし て発展し ている。  

 

2） 産業  

圏 域の産業 は、畑作、酪農を 中心とし た農業や 林業、農 林産品の 一次加 工

を 主とした 工業、観 光等が発 展してい る。  

一 次産業に 関しては 、圏域 の中 心をなす 北見市 、訓 子府町は 畑作が盛 んで、

小 麦、馬鈴 しょ、て ん菜の畑作 3 品に 加え、全 国一の生 産量を誇 るたまね ぎ

の 産地とな っている。河口沿 岸では、ホ タテ、サ ケ等を 中心とし た沿岸漁 業

が 行われて いる。ま た、置戸 町では林 業や酪農 が盛んで ある。  

工 業は、地 域の豊富 で良質な 農水産資 源の加工 が主力産 業であり、高付 加

価 値化に対 する取り 組みが大 きな成果 を収めて いる。ま た、豊富 な森林資 源

を 背景に、 木材・木 製品の製 造も盛ん である。  

観 光 面 で は 、 北 見 市 の 「 北 見 フ ラ ワ ー パ ラ ダ イ ス 」、「 ワ ッ カ 原 生 花 園 」、

置 戸町の「鹿
か

ノ
の

子
こ

ダ ム」等 、自然を 楽しむこ とのでき る場所が 多い。  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

＜ 鹿ノ子ダ ム＞  

＜ 北見フラ ワーパラ ダイス＞  ＜ ワッカ原 生花園＞  
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3） 風土・文 化  

圏 域の遺跡 等から、明 治以前 は先住民 族が川沿 いで漁労、狩猟、採 集生 活

を 営んでい たことが わかって いる。  

そ の後明治 30 年、 北方の防 備と開拓 を担った 屯田兵や 高知県で 組織 さ れ

た 北光社移 民団が北 見市に入 植し、開 拓が始ま った。さ らに明治 43 年 、 池

田 ～北見間 に池北線 が開通し 、屯田兵 ゆかりの 人々の移 住や開拓 民の増 加 が

進 み、主要 産業が漁 業から農 林業へと 変わって いった。  

こ のように、圏域の 風土、文 化は、屯 田兵や北 光社に代 表される 開拓者 の

影 響が大き く反映さ れている 。  

教 育面や文 化面では 北見市内 にある 2 つ の大学 や、北見 芸術文化 ホール 、

北 網
ほ く も う

圏北見文化センター等を通して地域に 根ざした芸術、文化が発達してい

る 。  

圏 域 の 史 跡 文 化 財 は 、 北 見 市 に 国 指 定 史 跡 の 「 常 呂 遺 跡 」、 北 見 市 指 定 の

「 屯田兵屋」「屯田兵 人形」「ピ アソン記 念館」「ハ ッカ記念 館」、北海 道 指 定

天 然記念物 の「温根 湯エゾム ラサキツ ツジ群落 」等があ る。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜常呂遺跡＞ ＜屯田兵人形＞ 

＜ピアソン記念館＞ ＜ハッカ記念館＞ 
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4） 土地利用  

圏 域は大半 が山地で あり、平 地は常呂 川の河口 部と内陸 部、無 加川
む か が わ

の川 沿

い に見られ る。  

常 呂川の肥 沃な土壌 と豊かな 水資源を 背景に、畑 作が広 がってお り、山 地

部 の林産資 源にも恵 まれた地 域である 。  

常 呂川、無 加川沿川 には市街 地が広が り、特に 無加川合 流点に位 置する 北

見 市は市街 地化が著 しく、オ ホーツク 総合振興 局管内の 中心都市 となっ て い

る 。  

土 地利用状 況は、山 林、畑地 としての 利用割合 が高いが、減反政 策によ る

水 田面積の 減少や、土 地開発 により原 野が減少 している。また、核 家族化 が

進 むに伴い 宅地面積 が増加し ている。  

 

5） 交通  

圏 域の主要 な交通網 は鉄道と 道路であ り、鉄道 は旭 川
あさひかわ

市から 網走市に 至 る

「 JR石 北
せ き ほ く

本線」 が北見市 を通って いる。  

ま た、幹線 道路は旭 川市から 網走市に 至る国道 39 号、 網走市か らオ ホ ー

ツ ク 海 岸 線 沿 い に 稚 内
わっかない

市 に 至 る 国 道 238 号 、 網 走 市 か ら 帯 広
お び ひ ろ

市 に 至 る 国 道

242 号 、旭 川市から 北見峠を 経由して 北見市に 至る国道 333 号、 帯広市か ら

網 走市に至 る北海道 横断自動 車道（一 部供用開 始）がそ れぞれ圏 域を通っ て

い る。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大空町 網走市 
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表 1-1 北 海道知事 管理河川 一覧  

河  川  名  北 海 道 知 事  

管 理 区 間  

延 長 (km )  

河  川  名  北 海 道 知 事  

管 理 区 間  

延 長 (km )  

本  

川  

１  

次  

２  

次  

３  

次  

 

 

本  

川  

１  

次  

２  

次  

３  

次  

 

 

常 呂 川  1 6 . 3  ・  ・  大 久 保 川  1 . 2  

・  伊 藤 沢 川  1 . 0  ・  ・  奔 無 加 川  7 . 3  

・  ・  イ ワ ケ シ ュ 川  0 . 4  ・  ・  パ ン ケ ビ バ ウ シ 川  8 . 0  

・  福 山 川  2 . 3  ・  ・  ペ ン ケ ビ バ ウ シ 川  6 . 5  

・  ト コ ロ ホ ロ ナ イ 川  1 . 5  ・  ・  十 八 号 沢 川  2 . 2  

・  東 亜 川  0 . 8  ・  ・  丸 山 沢 川  0 . 9  

・  柴 山 沢 川  1 . 0  ・  ・  イ ト ム カ 川  3 . 3  

・  日 吉 川  3 . 0  ・  訓 子 府 川  3 0 . 2  

・  隈 川  7 . 5  ・  イ ワ サ キ 川  0 . 6  

・  ポ ン 隈 川  0 . 6  ・  サ ラ キ シ エ ナ イ 川  6 . 0  

・  仁 頃 川  2 3 . 6  ・  別 着 の 沢 川  2 . 3  

・  ・  登 位 加 川  5 . 2  ・  上 常 呂 川  1 . 3  

・  ・  ポ ン ニ コ ロ 川  6 . 1  ・  オ ロ ム シ 川  8 . 5  

・  ・  金 尾 内 川  1 . 5  ・  ・  第 二 オ ロ ム シ 川  0 . 1  

・  ・  ル ク シ ニ コ ロ 川  5 . 6  ・  オ シ マ 川  1 . 5  

・  ・  毛 当 別 川  3 . 9  ・  シ ル コ マ ベ ツ 川  4 . 5  

・  ・  ・  ポ ン 毛 当 別 川  2 . 6  ・  ケ ト ナ イ 川  8 . 0  

・  オ ン ネ シ ル ク タ ウ シ ナ イ 川  1 . 0  ・  ・  ポ ン ケ ト ナ イ 川  3 . 5  

・  キ ナ チ ャ ウ シ ナ イ 川  5 . 0  ・  ホ ロ イ ッ チ ャ ン 川  2 . 0  

・  小 幡 川  5 . 5  ・  愛 の 川  2 . 2  

・  ト ペ ン ピ ラ ウ シ ナ イ 川  5 . 5  ・  種 川  0 . 5  

・  チ ャ シ ポ コ マ ナ イ 川  1 0 . 0  ・  緑 川  3 . 6  

・  松 下 川  2 . 8  ・  オ ン ネ ア ン ズ 川  6 . 5  

・  小 石 川  4 . 8  ・  ・  ポ ン オ ン ネ ア ン ズ 川  1 . 1  

・  シ ュ ブ シ ュ ブ ナ イ 川  4 . 0  ・  仁 居 常 呂 川  1 6 . 2  

・  無 加 川  5 9 . 8  ・  ・  林 班 界 の 沢 川  0 . 6  

・  ・  小 町 川  5 . 8  ・  上 ホ ロ カ ト コ ロ 川  1 . 5  

・  ・  と ん 田 川  1 . 6    

・  ・  相 内 川  1 . 7    

・  ・  東 無 加 川  2 . 0  計 57 河 川  3 2 2 . 9  
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図 1-1 計画対象圏域図 

位 置 図 

S=1:500000 
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第 ２ 節  圏 域 内 河 川 の 現 状  

 

圏 域 の 北 海 道 知 事 が 管 理 す る 河 川 は 5 7 河 川 （ 管 理 区 間 延 長

3 2 1 k m） で あ る 。 こ の う ち 、 過 去 の 災 害 発 生 の 状 況 、 現 況 河 川 の 流

下 能 力 、川 沿 い の 土 地 利 用 状 況 等 か ら 、優 先 的 に 河 川 整 備 を 実 施 す

る 必 要 が あ る 河 川 は 、 日 吉 川 、 ポ ン ニ コ ロ 川 、 ル ク シ ニ コ ロ 川 、 小

石 川 、 無 加 川 、 小 町 川 、 ペ ン ケ ビ バ ウ シ 川 、 ケ ト ナ イ 川 、 ポ ン ケ ト

ナ イ 川 の 9 河 川 で あ る 。  

各 河 川 の 現 状 は 、 以 下 の と お り で あ る 。  

 

（ 1） 河 川 の 概 要  

 

1） 日 吉 川  

日 吉 川 は 、 オ ホ ー ツ ク 地 域 中 央 部 付 近 に 位 置 す る 北 見 市 と 佐 呂

間 町 と の 境 界 を な し て い る イ ワ ケ シ 山 (標 高 4 2 5 . 3 m )の 連 峰 に そ の

源 を 発 し 、 ポ ン 日 吉 川 を 合 わ せ て 南 流 し 、 日 吉 橋 を 流 下 後 、 道 道

北 見 常 呂 線 に 沿 い な が ら 北 流 し た の ち 、 常 呂 川 に 合 流 す る 流 域 面

積 7 . 6 k m 2 、 流 路 延 長 8 . 3 k m の 一 級 河 川 で あ る 。 全 流 域 が 北 見 市 に

含 ま れ て い る 。  

流 域 の 土 地 利 用 は 、 全 体 の 約 9 7％ が 山 林 で 上 流 域 の 大 部 分 を 占

め 、 下 流 域 で は 、 日 吉 市 街 地 が 隣 接 し 、 そ こ か ら 常 呂 川 合 流 点 に

か け て 広 が る 平 地 は 耕 作 地 と し て 利 用 さ れ て い る 。 日 吉 川 の 名 の

由 来 は 、 不 明 で あ る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ 日 吉 川  常 呂 川 合 流 点 付 近 ＞  

＜ 日 吉 川  日 吉 市 街 地 付 近 ＞  
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2） ポ ン ニ コ ロ 川

ポ ン ニ コ ロ 川 は 、 オ ホ ー ツ ク 地 域 北 部 付 近 に 位 置 す る 北 見 市 と

佐 呂 間 町 の 境 界 を な す 佐 呂 間 山 ( 標 高 5 1 5 . 3 m ) と 仁 頃 山 ( 標 高

8 2 9 . 2 m )を 結 ぶ 分 水 嶺 付 近 に そ の 源 を 発 し 、 南 流 し 、 常 呂 川 支 流 仁

頃 川 に 合 流 す る 流 域 面 積 2 1 . 7 k m 2 、 幹 川 流 路 延 長 1 2 . 8 k m の 一 級 河

川 で あ る 。 全 流 域 が 北 見 市 に 含 ま れ て い る 。  

流 域 の 土 地 利 用 は 、 全 体 の 約 8 4％ が 山 地 で 占 め 、 平 野 部 は 主 に

農 地 や 宅 地 に 利 用 さ れ て い る 。  

ポ ン ニ コ ロ 川 の 名 の 由 来 は 、 ア イ ヌ 語 の 「 ポ ン （ 支 流 ）」 と 「 ニ

コ ロ （ 木 ・ を 持 つ ）」 の ２ つ の 言 語 を 合 わ せ た も の ※ 1 と 解 釈 さ れ て

い る 。

※ 1 山 田 秀 三 ( 1 9 7 1 )北 海 道 の 川 の 名 ， 電 通 北 海 道 支 社

 

＜ポンニコロ川 豊橋付近＞

＜ポンニコロ川 仁頃川合流点付近＞
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3） ル ク シ ニ コ ロ 川

ル ク シ ニ コ ロ 川 は 、 オ ホ ー ツ ク 地 域 北 部 付 近 に 位 置 す る 北 見 市

と 佐 呂 間 町 の 境 界 を な す 佐 呂 間 山 ( 標 高 5 1 5 . 3 m ) と 仁 頃 山 ( 標 高

8 2 9 . 2 m )を 結 ぶ 分 水 嶺 付 近 に そ の 源 を 発 し 、 南 流 し 、 常 呂 川 支 流 仁

頃 川 に 合 流 す る 流 域 面 積 3 5 . 7 k m 2 、 幹 川 流 路 延 長 1 4 . 8 k m の 一 級 河

川 で あ る 。 全 流 域 が 北 見 市 に 含 ま れ て い る 。  

流 域 の 土 地 利 用 状 況 は 、 全 体 の 約 9 3％ を 山 地 が 占 め 、 平 野 部 は

主 に 農 地 や 宅 地 に 利 用 さ れ て い る 。  

ル ク シ ニ コ ロ 川 の 名 の 由 来 は 、 不 明 で あ る 。

 ＜ ル ク シ ニ コ ロ 川 仁 頃 川 合 流 点 付 近 ＞

＜ ル ク シ ニ コ ロ 川  光 映 橋 付 近 ＞
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4） 小 石 川

小 石 川 は 、 オ ホ ー ツ ク 地 域 中 央 部 付 近 に 位 置 す る 北 見 市 北 部 の

標 高 約 3 0 0 m の 丘 陵 地 に 源 を 発 し 、 南 西 に 3 k m 流 下 し た 後 、 向 き を

南 東 に 変 え て 、 北 見 市 中 心 市 街 地 の 北 東 部 を 流 下 す る 。 野 付 牛
の つ け う し

公

園 の 直 上 流 か ら 地 下 埋 設 と な っ て い て 市 街 地 を 直 線 的 に 貫 流 し 、

常 呂 川 に 合 流 す る 直 前 で 入 馬 川 と 合 流 し て 再 び 地 上 を 流 下 す る 流

域 面 積 1 0 . 9 k m 2 、 流 路 延 長 8 . 0 k m の 一 級 河 川 で あ る 。  

流 域 の 土 地 利 用 は 、 上 流 域 が 丘 陵 地 で 牧 草 地 や 畑 地 と な っ て お

り 、 中 流 域 が 平 地 で 畑 地 や 宅 地 と し て 利 用 さ れ て い る 。  

小 石 川 は 、 か つ て は 入 馬 川 が 本 流 と 位 置 づ け ら れ 、 小 石 川 は そ

の 支 流 と さ れ 「 カ プ イ サ ム ウ リ カ 川 」 と い う 名 で あ っ た 。（ 「 北 海

道 蝦 夷
え ぞ

地 名
ち め い

解
か い

（ 永 田 方 正  著 ）」 に よ る と 木 皮 の な い 橋 と 解 釈 し て

い る ） 小 石 川 の 流 れ る 沢 地 は 、 野 付 牛 公 園 北 側 の 東 陵 町 と 美 山 町

に 及 ぶ 一 帯 を 農 地 と し て い た 田 尾 農 場 に ち な み 「 田 尾 の 沢 」 と も

呼 ば れ て い た 。 小 石 川 と 命 名 さ れ た の は か な り 後 世 に な っ て か ら

の こ と で あ り 、 由 来 は 不 明 で あ る 。  

＜ 小 石 川 中 流 の 状 況 ＞

北見工業大学

北 2 線

トンネル河川区間  
野付牛公園

東陵公園

小石川河川改修終点  

整 備 済 区 間  
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5） 無 加 川

無 加 川 は 、 オ ホ ー ツ ク 地 域 南 西 部 に 位 置 す る 北 見 市 留 辺 蘂 町 西

部 の 大 雪 山 系 三 国 山 （ 標 高 1 5 4 1ｍ ） に 源 を 発 し て 東 に 流 れ 、 北 見

市 留 辺 蘂 町 滝 の 湯 付 近 か ら 平 地 を 流 下 し て 、 北 見 市 中 ノ 島 町 で 常

呂 川 に 合 流 す る 流 域 面 積 5 5 8 . 5 k m 2 、流 路 延 長 7 4 . 6 k m の 一 級 河 川 で

あ る 。  

流 域 の 土 地 利 用 は 、上 下 流 と も 流 域 幅 1 0 ㎞ 程 度 の 細 長 い 形 状 で 、

山 地 が 約 8 9％ 、 平 地 が 約 1 1％ と な っ て お り 、 無 加 川 沿 い の 平 地 や

緩 い 段 丘 部 は 、 主 に 畑 作 が 営 ま れ て い る 。 ま た 、 無 加 川 と 並 行 し

て 走 る 国 道 3 9 号 沿 い に は 、 温 根 湯 、 留 辺 蘂 、 相 内
あいのない

等 の 市 街 地 が 形

成 さ れ て い る 。 特 に 常 呂 川 合 流 部 付 近 で は 、 市 街 化 が 著 し く 、 宅

地 、 工 業 地 、 郊 外 型 大 型 店 舗 等 の 進 出 が 際 立 っ て い る 。  

無 加 川 の 名 の 由 来 は 、「 永 田 地 名 解 」 に よ る と 、 ア イ ヌ 語 の 「 ム

カ 」（ 氷 上 を 越 す ） の 意 で 、“ こ の 川 は 温 泉 が あ る た め 、 水 が 凍 る

の が 遅 か っ た 。 水 が 凍 っ て 、 流 れ が 塞
ふ さ

が る 時 に 初 め て 氷 上 を 越 え

た た め ”  ※ 1 と 解 釈 さ れ て い る 。

※ 1  山 田 秀 三 ( 1 9 7 1 )北 海 道 の 川 の 名 ， 電 通 北 海 道 支 社

＜ 無 加 川 北 見 市 留 辺 蘂 町 よ り 上 流 ＞
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6） 小 町 川

小 町 川 は 、 オ ホ ー ツ ク 地 域 中 央 部 付 近 に 位 置 す る 北 見 市 北 部 の

標 高 約 3 0 0 m の 丘 陵 地 に そ の 源 を 発 し 、 大 正 川 が 合 流 し て 市 街 地 を

流 下 し 、 無 加 川 に 合 流 す る 、 流 域 面 積 1 9 . 3 k m 2 、 流 路 延 長 9 . 1 k m の

一 級 河 川 で あ る 。  

流 域 の 土 地 利 用 状 況 は 、 全 体 の 約 7 2％ を 山 地 が 占 め 、 平 野 部 は

主 に 宅 地 や 畑 地 に 利 用 さ れ て い る 。 特 に 無 加 川 合 流 部 付 近 で は 、

宅 地 利 用 が 多 く な っ て い る 。  

小 町 川 の 名 の 由 来 は 、 不 明 で あ る 。

＜ 小 町 川  無 加 川 合 流 点 付 近 ＞
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7） ペ ン ケ ビ バ ウ シ 川

ペ ン ケ ビ バ ウ シ 川 は 、 オ ホ ー ツ ク 地 域 南 西 端 に 位 置 す る 置 戸 町

と 北 見 市 境 界 の 無 名 山 （ 標 高 約 9 5 7ｍ ） に 源 を 発 し 、 北 東 方 向 に 流

下 し て 、 温 根 湯 市 街 地 を 経 由 し て 無 加 川 に 合 流 す る 流 域 面 積

1 1 . 6 k m 2 、 流 路 延 長 9 . 5 k m の 一 級 河 川 で あ る 。  

流域の土地利用は、全体の約 66％が山林で上流域の大部分を占め、中流域は

緩やかな斜面を畑地として利用されており、下流域は無加川の沖積平野で、宅地

や畑地として利用されている。 

ペ ン ケ ビ バ ウ シ 川 の 名 の 由 来 は 、 ア イ ヌ 語 の 「 ペ ン ケ （ 上 流 側

の ）」 と 「 ピ パ ウ シ （ カ ラ ス 貝 ・ 多 く い る ・ 川 ）」 の ２ つ の 言 語 を

合 わ せ た も の ※ 2 と 解 釈 さ れ て い る 。  

※ 2 伊 藤 公 平 ( 1 9 9 8 )留 辺 蘂 の 地 名 ， 留 辺 蘂 郷 土 研 究 会

＜ ペ ン ケ ビ バ ウ シ 川 下 流 の 状 況 ＞
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8） ケ ト ナ イ 川 ・ ポ ン ケ ト ナ イ 川

ケ ト ナ イ 川 は 、 オ ホ ー ツ ク 地 域 南 西 端 に 位 置 す る 訓 子 府 町 の 無

名 山 (標 高 6 4 2 m )に そ の 源 を 発 し 、 北 東 に 流 下 し 、 支 川 ポ ン ケ ト ナ

イ 川 が 合 流 し 、常 呂 川 に 達 す る 、流 域 面 積 6 1 . 1 k m 2 、流 路 延 長 1 5 . 2 k m

の 一 級 河 川 で あ る 。 全 流 域 が 訓 子 府 町 に 含 ま れ て い る 。

流 域 の 土 地 利 用 状 況 は 、 全 体 の 約 7 0％ を 山 地 が 占 め 、 平 野 部 は

主 に 農 地 や 宅 地 に 利 用 さ れ て い る 。流 域 に お け る 基 幹 産 業 は 一 次 産

業 の 農 業 で あ り 、 た ま ね ぎ 、 て ん 菜 等 の 畑 作 が 行 わ れ て い る 。  

ケ ト ナ イ 川 の 名 の 由 来 は 、 一 説 に よ る と 、 ア イ ヌ 語 の ケ ッ ・ ナ イ

（ 獲 皮 を 乾 す 張 り 枠 （ の あ る ）・ 川 ） の 意 と 言 わ れ て い る ※ 1 。

※ 1  山 田 秀 三 ( 1 9 7 1 )北 海 道 の 川 の 名 ， 電 通 北 海 道 支 社

＜ ケ ト ナ イ 川  常 呂 川 合 流 点 付 近 ＞




